
状況に合った臨機応変な行動が大切です。基本的な4つの避難行動

学校やコミュニティセンターなど指定された「避難所」に行くことだけが避難ではありません。
「避難」とは「難」を避けることで、既に周辺で災害が発生していたり、避難所までの移動がかえって命に危険
を及ぼしかねないと判断した場合には、「近隣の安全な場所」や自宅内での「屋内安全確保」などを行います。

屋
外
の
状
況

▶ ▶ ▶
❶ 行政が指定した
　避難場所への避難

❸ 近隣の強固で高
　い建物などへ避難

❹ 自宅内の安全な
　場所へ移動

❷ 安全な親戚・知人
　宅、もしくはホテル・
　旅館などへ避難時間にまだ余裕があるので、避難

所には身の回りの必要なもの（ス
リッパや着替え、常用医薬品など）
を持参しましょう。

親戚・知人には事前に避難可能な
のか相談しておきましょう。
※ホテルなどは、宿泊料金がかかります。

ハザードマップであらかじめ安全
を確認しておきましょう。
あくまでも緊急避難という場合で
す。

屋外の状況がすでに危険で避難
困難な場合は、自宅の最も安全な
場所へ移動しましょう。

危険度

はじめに

災害から命を守るために

マイ・タイムライン

避難行動判定フロー

避難行動ガイド

あおもりマイ・タイムライン
風水害（台風・大雨）編

青森県ホームページ

大雨の予報
情報収集

災害発生情報

大雨特別警報
氾濫発生情報

警戒レベル5
身の安全の確保

（国の指定河川のみ）

落ち着いて足元に注意だよ足元に注意だよ

避難の準備

マイ・タイムラインを
作成し安全に避難を！！

避難指示などが発令されたとき、"自分だけは大丈夫"と思ったことはありませんか。
いざという時に慌てずに行動するために、いつ何をするのか整理しておきましょう。
それが、マイ・タイムラインです。家族でよく話し合って、作成しましょう。

警戒レベル4

氾濫危険情報

避難の実施
避難指示

土砂災害警戒情報

警戒レベル3
避難の準備

高齢者等避難

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報

雨は大丈夫かな？

氾濫注意情報
情報収集

田んぼや水路の見回りは
危険です。

「十和田市は災害が少ないまち」というイメージをお持ちの方が少なくないかもしれませんが、
近年、日本各地では大規模な自然災害が発生するとともに激甚化する傾向にあります。
災害はいつ、どこで発生するか分かりません。災害から命を守るため、また被害を減らすた

めには、一人ひとりの心構えも重要です。行政による「公助」だけではなく自ら命を守る「自
助」、地域で助け合う「共助」を心がけ、日ごろから災害への備えと知識の習得に努め、災害時
には適切な行動が取れるようにしましょう。
この防災マップは、従来の洪水・土砂災害のほか、地震による揺れや火山災害を加え１つに

まとめたものです。
平時から身近なところに置いて、避難所や避難経路の確認、各種災害への対策などの手引

きとしてご活用ください。
そして、何よりも大切な命を守るため、一人ひとりが災害への意識を高め、非常時持出品の

準備を忘れず、災害に備えましょう。

各種災害について、現象や対策、避難のタイミングを確認しましょう。
（P2~P8、P31～Ｐ32、Ｐ39～Ｐ40）
危険な場所や避難場所・避難経路を確認しましょう。
（P9~P30、Ｐ33～Ｐ38、Ｐ41～Ｐ44）
非常時持出品・備蓄品を日ごろから準備しましょう。
（P45）

３つの
ポイント
３つの
ポイント

❶
❷
❸

※防災マップは浸水や土砂災害による被害が発生する
　おそれの高い区域を着色した地図です。着色されて
　いないところでも災害が起こる可能性があります。

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

洪水や土砂災害に関する
警戒レベル 3 が出たら、
安全な親戚や知人宅に避
難しましょう（日頃から相
談しておきましょう）

洪水や土砂災害に関する
警戒レベル 3 が出たら、
市が開設している指定緊
急避難場所や指定避難所
に避難しましょう

洪水や土砂災害に関する
警戒レベル 4 が出たら、
安全な親戚や知人宅に避
難しましょう（日頃から
相談しておきましょう）

洪水や土砂災害に関する
警戒レベル 4 が出たら、
市が開設している指定緊
急避難場所や指定避難所
に避難しましょう

あなたがとるべき避難行動は？ 必ず取り組みましょう

災害の危険があるので、原則として 、
自宅の外に避難が必要です。

※

※浸水の危険があっても、
①浸水する深さよりも高いところにいる
②浸水しても水がひくまで我慢できる、水・食糧
　などの備えが十分にある場合は自宅に留まり
　安全確保をすることも可能です。

例外

「洪水」・「土砂災害」については原則として
避難の必要はありませんが、地図を確認し、
周りと比べて低い土地（過去の洪水での浸
水範囲）や崖のそばなどにお住まいの方は、
必要に応じて避難行動をとってください。

※土砂災害の危険があるが、自宅の外へ避難がどうし
ても困難な時は、ガケから離れた部屋や2階など、家
の中でより安全な場所に移動する。

ご自身または一緒に避難する方は避難に時
間がかかりますか？

家がある地区（住所）に「土
砂災害警戒区域」・「洪水浸
水想定区域」のいずれかの
色が塗られていますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？
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P9～P30の洪水・土砂災害防災マップで
自分の家がどこにあるか確認し、印をつけ
てみましょう。
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